
小学校【様式２】課題と授業改善策 

令和７年度 東久留米市立第二小学校 授業改善推進プラン 

様式１に基づく各学年の課題と授業改善策 

 国語 算数 理科 

 学年の課題 
東久留米スタンダード（学習指

導編）に基づく授業改善策 学年の課題 
東久留米スタンダード（学習指

導編）に基づく授業改善策 学年の課題 
東久留米スタンダード（学習指

導編）に基づく授業改善策 

1年 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

学習した平仮名を覚

え正確に書いたり読

んだりすることに課

題が見られる。 

 

・日常の学習の様子か

ら、文章を正しく音読

したり正しく発音し

たりすることに課題

が見られる。 

 

・字形と具体的事物と

を結び付けるなどの

指導を工夫する。 

 

 

 

 

・促音では、手拍子や

動作を加え、音の長さ

を体で感じさせる。拗

音では、口の形を見

せ、発音の仕方を具体

的に指導する。助詞で

は、それぞれの文法的

な役割を明確に伝え

る。 

・役割音読や追い読み

など多様な形態での

音読活動を行う。 

 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、 

式を立てて答えを出す

ことはできるが、答え

を記述する際に、正し

い単位をつけて解答す

ることに課題が見られ

る。 

 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

図形を構成する要素に

着目して、図形の概念

を形成することに課題

が見られる。 

 

 

・すべての単元の分掌

問題において、単位の

重要性を児童に伝え、 

確実に単位を記述さ

せるようにする。 

 

 

 

 

・展開では、ノートに

絵や図で考えを表し、

ペアで説明し合う活

動を積極的に行う。 

・図形の学習では、形

づくりなどの操作的

な活動を重視する。自

分の考えを言葉で説

明し合う活動を取り

入れる。また、ICT等を

活用して、視覚的に理

解を深める。 
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2年 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

学習した漢字を覚え

正確に書いたり、文章

中で正しく使用した

りすることに課題が

見られる。 

 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

音読みや訓読みを理

解して使い分けるこ

とに課題が見られる。 

・漢字の字形と具体的

事物とを結び付ける

などの指導を工夫し

つつ、学んだ漢字を多

く使う場を設ける。 

 

 

 

・文章を読んだり書い

たりする際、既習の漢

字の音読み訓読みに

ついて繰り返し指導

する。 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

図形を構成する要素に

着目して、用語を覚え

たり図形の概念を形成

したりすることに課題

が見られる。 

・図形についての用語

や意味を定着させる

ために、図形の弁別や

作図等の操作活動を

繰り返し取り入れ、実

感を伴った理解を目

指す。 

・既習事項を振り返る

時間や個別に学習で

きる時間を確保し、学

習内容の定着を図る。 

 

  

3年 

・令和６年度東久留米

市立学校学習定着度

調査において、言語活

動に関することに課

題が見られる。 

 

・１学期のワークテス

トにおいて、新出漢字

や言葉の使い方や音

読みや訓読みを理解

して使い分けること

に関することに課題

が見られる。 

・漢字の読み書きや、

文章を書くことを多

く設定し、基礎・基本

を身に付けさせる。 

 

 

・文章を読んだり書い

たりする際、既習の漢

字の音読み訓読みに

ついて繰り返し指導

する。 

・令和６年度東久留米

市立学校学習定着度調

査において、図形の問

題を論理的に解決した

り、図形を構成する要

素に着目して、用語を

覚えたり図形の概念を

形成したりすることに

課題が見られる。 

・身近な物から図に表

す活動を意図的に取

り入れ、日常において

も図形に意識する機

会を多く設定するこ

とで図形に慣れさせ

ていく。 

・振り返り学習やさか

のぼり指導を行い、基

礎・基本の定着を図

る。復習プリントや東

京ベーシックドリル

を活用する。 

・１学期に作成した観

察カードから、生命の

領域について観察し

た後に気付いたこと

や感じたことを表現

することに課題が見

られる。 

・色・形・大きさの視

点で見るように観察カ

ードをかくように個別

の声掛けを徹底する。 

・観察や実験をすると

きはめあてに着目さ

せ、結果をまとめるこ

とを意識して観察記録

や実験記録を付けさせ

る。 
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4年 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

新出漢字を正しく書

いたり使ったりする

こと、言葉の意味や文

法を理解して文章を

書くことに課題が見

られる。 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

音読みや訓読みを理

解して使い分けるこ

とに課題が見られる。 

・語彙力を高めるた

め、新出漢字を繰り返

し練習したり、学習の

中で重要な語句を確

認して使ったりする。 

 

 

 

・文章を読んだり書い

たりする際、既習の漢

字の音読み訓読みに

ついて繰り返し指導

する。 

・１学期の図形に関す

るワークテストにおい

ては、角の意味や測定

の方法を理解し、角を

測ったり作ったりする

ことに課題が見られ

る。また、必要な条件

を理解して面積を求め

る方法を考え、説明す

ることに課題が見られ

る。 

 

・図形についての知

識・技能の確実な定着

を図るための基礎・基

本を身に付けさせる

ため、復習プリントや

東京ベーシックドリ

ルを活用する。 

・１学期に作成した観

察カードから、自然の

生物について、季節に

よる変化を捉え、観察

して気付いたことを

表現することに課題

が見られる。 

・観察の視点を明確に

したり、タブレットで

写真や動画を撮ったり

することで根拠をより

明確にする。 

5年 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

新出漢字や言葉の使

い方に関する事項に

課題が見られる。 

 

 

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて、

音読みや訓読みを理

解して使い分けるこ

とに課題が見られる。 

・小テストやワークテ

ストを活用し、全員の

新出漢字の習熟度を

こまめに把握し、必要

に応じて復習の機会

を設ける。 

 

・文章を読んだり書い

たりする際、既習の漢

字の音読み訓読みに

ついて繰り返し指導

する。 

・令和６年度東久留米

市立学校学習定着度調

査において図形に関し

て、必要な条件を理解

して正しい作図方法を

説明することに課題が

見られる。また、必要

な条件を理解して面積

を求める方法を考え、

説明することに課題が

見られる。 

 

・自分の考えをもって

説明し合い、根拠とな

る考えを深められる

話合い活動を授業内

で取り入れ、図形を構

成する要素に着目さ

せる。具体的には個人

で思考した後、小集団

で考えを説明し合い、

より良い方法を導い

ていけるようにする。 

・体積や面積の計算に

よる求め方を考察す

・１学期に実施したワ

ークテストにおいて

生命を柱とする領域

で、観察して気付いた

ことを表現すること

に課題が見られる。 

・観察の視点を明確に

したり、一人１台端末

を用いて写真や動画を

撮ったりすることで根

拠を示しながら表現で

きるようにする。 
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る力を身に付けさせ

るため、復習プリント

や東京ベーシックド

リルを活用する。 

6年 

・令和７年度全国学

力・学習状況調査にお

いて、当該学年に配当

されている漢字を覚

えること、音読みや訓

読みを使い分けるこ

とに課題が見られる。 

 

・日常生活の中でも使

いこなせる語句を増

やし、確実に習得して

いくことが重要にな

るため、学習の中で新

出漢字や語句を確認

し、使う活動を行う。

また、漢字の学習で

は、用例や同じ読みの

漢字の使い分けを意

識的に指導する。 

・令和７年度全国学

力・学習状況調査では

図形を構成する要素に

着目して、面積、体積

の計算による求め方を

考察することに課題が

見られる。 

・数量や図形について

の知識・技能の確実な

定着を図るため、算数

としての系統性を重

視しつつ、学年間で指

導内容の一部を重複

させる。 

・学習内容をなだらか

に発展させたり、学び

直しの機会を設けた

りしていく。 

・令和７年度全国学

力・学習状況調査では

生命を柱とする領域

で課題が見られる。 

・各単元の予想をする

段階において既習事項

を押さえる時間を確保

する。また、児童同士

の関わりや意見の交換

ができる機会や場を授

業の中で数多く設定す

る。 

 


